
大 震 災 後 1 年以上経過後の 『心 の ケ ア』 のために

大 樹 早や 1 年 1･l･ ケ月を過ぎました｡ あなたの痛んだ心は 搬 出尭たで しようか ?
一 人で悩んで いませんか ?

こんな時だからこそ話し合える仲間が｣ 話す場が必要なんです! まだハ ジメの
一

歩をせみ出せないで いるあなた｡
一

歩踏み出したけれど立ち止まっているモんなあなた ｡ 仲間と軽験と力と希望を分かち合い勇気をもっ て力強く､
一 歩

一 歩共に歩んでいきましょう ! お気鍾にお越 しください ｡ スタッ フ
ー

恥 よりお待ちして います｡

3 月虔 集い 開催要項

日 時 二

会 場 :

参加対象 :

参 加 費 :

内 容 :

主 催 :

後 援 :

平成 2 5 年 3 月 1 8 日･( 山 1 4 : ン8 0-
- 1 6･ :･ 0 8

仙台市梅祉プラザ 第4 研修室 1 0 階

(仙台市青葉区五橋 2 丁目 1 2 番 2 号 Ⅷ 一 : 廼
一 別 3 個 37)

一 歩 一 歩

定員 2 0 名 予約制 (会場準備の都合上ご
一

報下さい｡ 予約なしの場合でも席に空きがあれば歓迎です)

精神障害当事者､ 僻 着であ っ て も今固の大地震で心が痛み ､ 回復が進まザ悩んで いる方及び家族に

限定 (タイプ 8 型例会 クロ
ー ズ方式〉

医療､ 福祉関係者､ ボラ ンティ ア及び福祉に関心を寄せる ｢ 股の方はタイプ A 型例会オ
ー プン方式に

ご参加下さい ｡ 第 1 9 回 4 月 1 4 日(日) の集いはオ
ー プン形式で の開催予定です｡

無 料

ひたすら体験を誇り又聴く ことを通して
"

椿押疾患や心 の悩みから回復を目指す自助グル ー プの集いで

す｡ オ ー プン方式例会には当事者､ 専門家のス ピ ー チやミ ニ講話をプロ グラム の中に組み込む予定です1

仙台心 のケア研究会

仙台市精神保健福祉除合セ ンタ ー (はあとⅠ爵
- - と仙台)

参加中し込み ･ お問い合わせは r仙台心のケア研究会｣ 代表 吉村まで T 已: 髄 柑 戯卜T186 対ま亡1 T 岨a : q 叩 店毎 伽 j p

今後の開催予定

回 平成2 5 年 時 間 定員 集いの方式

⑩ 4 月1 4 日( 巳) 1 4 瓜 - 1 6 00 2 0 名 オ ー プン

⑳ 5 月1 2 日( 日) 1 4 00 - 1 6 00 2 0 名 クロ ー ズ

21 6 月 9 日( 日) 1 4 00
一
- 1 6 伽 2 0 名 クロ

ー ズ

22 7 月1 4 日( 日) 1 4 伽 ■ - 1 6 00 2 0 名 オ
ー プン

か 8 片T l■F ( F)
L

†ヰ丈貯･ - 16 00
､

2 璃 ~ クロ ｣ ズ

仲間 参事 国僑

､

､

-

､ ､

､

-

兼 併せて碁 甜 如瑚様附宅括もどうぞご利用ください｡

福祉プラザ案内図 地下点灯玉穂q駅南1 手出口より徒歩3 分
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心¢鋼t 縛轟した払たもか▲なたの心の声に耳モーけ雫T . 榊 にお■肯ください.

静 苧 串良 平 成 2 4 年 鱒01 2 年) 7 月 1 8 田く水 曜 即
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